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皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
24

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
、
希
望

に
満
ち
て
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ

れ
、
現
在
も
多
く
の
人
々
が
避

難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す

北
陸
地
区

（
新
潟
市
）

　

９
月
11
日
（
日
）、

新
潟
市
内
の
ホ
テ
ル

で
北
陸
地
区
教
育
懇

談
会
が
開
催
さ
れ

た
。
遠
く
は
石
川
県

か
ら
の
参
加
者
も
。

大
学
か
ら
は
佐
々
木

康
史
副
学
長
を
始
め

各
学
部
の
学
部
長
ら

教
職
員
と
教
育
後
援

会
役
員
が
参
加
し

こ
と
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

大
学
の
あ
る
浦
安
も
地
震
に

と
も
な
う
液
状
化
に
よ
り
被
災

し
、
大
学
施
設
も
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　

学
位
記
授
与
式
は
中
止
と
な

り
、
学
生
の
住
む
ア
パ
ー
ト
が

傾
く
な
ど
、
学
生
生
活
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
混
乱
の
中
で
、

大
学
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
努
力
に
よ
り
大
学
施

設
は
早
期
に
復
旧
し
、

入
学
式
は
無
事
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
た
ち
の

住
居
や
精
神
面
で
の

た
。

　

ま
ず
は
教
育
後
援
会
の
永
井

通
会
長
か
ら
、「
教
育
後
援
会
は

大
学
生
活
を
支
え
る
親
の
会
で

す
」
と
の
紹
介
の
言
葉
で
全
体

会
が
ス
タ
ー
ト
。
次
に
佐
々
木

副
学
長
よ
り
、
安
井
利
一
学
長

が
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
「
震

災
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
た

め
に
欠
席
で
あ
る
こ
と
や
、
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
浦
安
市

内
で
は
「
液
状
化
が
見
ら
れ
た

も
の
の
人
的
被
害
は
な
か
っ

た
」こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
鈴
木
洋
州
学
生
支

フ
ォ
ロ
ー
等
の
ほ
か
、
被
災
者

に
対
す
る
学
費
の
一
部
免
除
な

ど
早
期
に
大
学
側
の
援
助
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
は
、
保
護
者
を

代
表
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
「
組
織
力

の
強
化
」
を
教
育
後
援
会
の
基

本
方
針
と
し
て
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
大
学
と
会
員
、
そ
し

て
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実
で
は
、
地
区
懇

談
会
の
開
催
地
を
昨
年
度
よ
り

２
カ
所
増
や
し
ま
し
た
。

　

安
井
学
長
を
は
じ
め
教
職
員

の
皆
さ
ん
に
は
休
日
返
上
で
ご

協
力
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

援
課
長
か
ら
大
学
の
入
試
状
況

等
の
年
次
報
告
や
就
職
を
取
り

巻
く
状
況
、
震
災
対
応
に
つ
い

て
詳
し
い
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

個
別
面
談
で
は
、
先
生
方
か

ら
成
績
表
の
見
方
を
教
わ
っ
た

り
、
勉
強
の
進
め
方
な
ど
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り

す
る
保
護
者
の
姿
が
見
ら
れ

た
。

　

懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
す
る

と
、
最
初
こ
そ
緊
張
し
た
ム
ー

ド
だ
っ
た
も
の
の
、
教
職
員
が

積
極
的
に
保
護
者
の
テ
ー
ブ
ル

を
訪
れ
る
と
一
気
に
和
や
か

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多
く

の
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

次
に
、
学
生
の
自
主
的
活
動

を
効
果
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
で
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
学

祭
へ
の
支
援
の
ほ
か
に
、
震
災

に
伴
う
部
活
動
費
の
補
助
や
国

際
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
ヨ
ッ
ト

部
へ
の
レ
ー
ス
用
ヨ
ッ
ト
の
寄

贈
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
教
育
後
援
会
奨
学
金
の
健

全
化
で
は
、
各
方
面
の
協
力
に

よ
り
奨
学
金
滞
納
者
に
対
応
し

た
結
果
、
奨
学
金
の
健
全
化
に

ほ
ぼ
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
。

こ
れ
も
会
員
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

い
ま
だ
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
き
れ
な
い
日
本
経
済
、
就
職

活
動
を
含
め
学
生
を
と
り
ま
く

環
境
は
こ
れ
か
ら
も
厳
し
さ
を

増
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
教
育
後
援
会
役
員
一

同
は
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
の
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
会
員
皆
さ

ん
の
協
力
の
も
と
、
学
生
た
ち

の
希
望
の
実
現
に
向
け
て
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
も
、
皆
さ
ま

に
と
っ
て
ご
家
族
共
々
、
健
康

で
幸
多
き
年
で
あ
る
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

に
。ま
た
、今
年
は
同
窓
会
の
北

原
淳
会
長
と
新
潟
地
区
の
同
窓

生
も
合
流
。“
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
”

に
つ
い
て
保
護
者
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
場
と
も
な
っ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
先
生
と
の
面
談
で
不
安
が
解

消
さ
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
部

活
ば
か
り
で
就
職
が
気
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
打
ち
込
む

も
の
が
あ
っ
た
ほ
う
が
就
職
に

も
い
い
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
ま
し
た
。（
経
済
学
科

３
年
）

・
就
職
が
最
大
の
関
心
事
。「
学

生
が
自
分
で
動
か
な
い
と
…
」

と
い
う
話
を
聞
い
た
の
で
、
子

ど
も
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。（
経
済
学
科
２
年
）

北
海
道
地
区
（
札
幌
市
）

　

９
月
25
日
（
日
）、
北
海
道

地
区
教
育
懇
談
会
が
札
幌
市
内

の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
保
護
者

と
教
職
員
、
教
育
後
援
会
役
員

ら
が
会
場
に
集
ま
っ
た
。

　

全
体
会
で
は
永
井
通
会
長
か

ら
、「
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
で
浦
安
地
区
も
液
状
化
現

象
が
起
こ
り
、
大
変
な
思
い
を

さ
れ
た
学
生
さ
ん
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
は

浦
安
も
復
旧
が
進
み
、
子
ど
も

さ
ん
た
ち
も
普
通
の
状
態
で
通

学
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
日
は
先
生
方
と
ゆ
っ
く

り
お
話
し
、
も
て
る
時
間
を
有

意
義
に
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
。

　

次
に
安
井
利
一
学
長

は
東
日
本
大
震
災
の
話

題
に
触
れ
た
あ
と
、「
大

学
は
一
昨
年
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
全
面
的
に

改
正
い
た
し
ま
し
て
、

１
年
次
に
人
間
力
と
し

て
将
来
自
分
の
夢
を
実

現
で
き
る
能
力
を
養
う

こ
と
を
目
途
に
し
て
、

社
会
に
出
て
困
ら
な
い

基
礎
力
を
培
う
た
め
の

学
習
を
行
っ
て
お
り
ま

す
」
と
紹
介
し
た
。

　

ま
た
学
生
支
援
課
の
鈴
木
洋

州
課
長
か
ら
は
、
入
学
試
験
や

学
年
暦
、
修
学
支
援
業
務
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
海
外
留
学
・
海
外

研
修
派
遣
や
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
・
就
職
活
動
の
現
況
と

大
学
の
支
援
体
制
、
体
育
会
活

動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細

な
報
告
が
あ
っ
た
。

　

全
体
会
の
後
は
個
別
面
談
が

行
わ
れ
た
。
成
績
表
な
ど
の
資

料
を
基
に
、
教
職
員
と
保
護
者

と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
績
や

学
生
生
活
、
課
外
活
動
、
進
路

な
ど
に
つ
い
て
相
談
。
面
談
の

あ
と
は
料
理
を
囲
ん
だ
な
ご
や

か
な
懇
親
会
が
開
か
れ
、
明
る

い
笑
顔
で
歓
談
す
る
姿
が
見
ら

れ
た
。

地区名 関東 北陸 北海道 信州 東北Ａ 東海 東北Ｂ 中国
四国 九州 近畿 沖縄

参加者数
（教職員含む） 158 45 14 21 36 45 52 24 32 22 23

学年 １年 － 6 3 1 1 4 9 5 3 4 2

２年 103 13 － 2 7 9 3 1 12 1 7

３年 － 4 2 2 4 8 12 3 4 4 1

４年 － 4 1 2 8 4 9 1 － － 1

学科 日本語 2 3 － － － － 2 － － 1 3

英米語 20 10 4 3 5 2 8 2 3 1 1

中国語 9 2 － － － － 1 － － － －

経済 33 7 － 1 4 8 7 5 2 3 －

不動産 10 2 － 1 1 3 7 1 8 － 5

ＨＴ 29 3 2 2 10 12 8 2 6 4 2

回数 初めて 103 12 3 2 1 14 15 7 6 8 11

２回目 － 8 3 2 10 4 3 3 9 1 －

３回目 － 1 － 3 4 4 4 － － － －

４回以上 － 4 － － 1 2 4 － － － －

北海道（札幌）

北陸（新潟）
信州（松本）

九州（福岡） 沖縄（那覇）

東海（静岡）
近畿（大阪）

関東（２年次）

東北 B（福島）

東北 A（盛岡）

中国・四国
（岡山）

※
Ｈ
Ｔ
…
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
略

大
阪
市
と
那
覇
市
を
加
え
、全
国
11
カ
所
で
大
好
評

教
育
後
援
会
主
催
の
「
地
区
教
育
懇
談
会
」

　

教
育
後
援
会
活
動
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
地
区
教
育
懇
談
会
」、
通
称
「
地
区
懇
」
が
今
年
度
も
開
催
さ
れ
、
新
た
に
２

都
市
を
加
え
た
全
国
11
都
市
に
、
総
計
２
７
０
名
の
保
護
者
が
来
場
し
た
。
地
区
懇
は
、
主
要
駅
近
く
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
ま
ず

は
「
全
体
会
」
と
し
て
大
学
か
ら
出
向
い
て
く
だ
さ
っ
た
教
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
大
学
の
近
況
を
聞
き
、
続
く
「
個
人
面
談
」
で
は

個
別
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
わ
が
子
の
大
学
生
活
の
様
子
や
成
績
に
つ
い
て
面
談
。
最
後
に
は
、「
懇
親
会
」
と
し
て
会
食
を
し
な

が
ら
保
護
者
同
士
や
先
生
方
と
の
親
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
る
会
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
な
か
で
進
行
す
る
。

「
１
年
生
か
ら
参
加
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
の
言
葉
も
聞
こ
え
て
く
る
ほ
ど
、
満
足
度
の
高
い
こ
の
企
画
。「
今
回
は
忙

し
く
て
参
加
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
次
回
か
ら
は
ご
参
加
を
！

北陸地区

※６月４日（土）に開催さ
れた関東地区懇談会につい
ては前号の「潮風」でレポー
トを掲載したため本号では
割愛します。

北
海
道
地
区

（
２
面
へ
続
く
）

教育後援会会長
永井　通

■
参
加
者
の
概
要
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か
け
た
。

　

次
に
佐
々
木
副
学
長
が
「
震

災
を
経
験
し
、
大
学
が
地
域
の

中
で
情
報
発
信
を
し
て
い
く
こ

と
の
重
要
さ
を
改
め
て
感
じ
て

い
る
。
当
大
学
で
は
、
９
月
３

日
に
経
済
学
部
を
中
心
に
浦
安

市
の
震
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
画
。
そ
の
模
様
は
読
売
新

聞
に
も
掲
載
さ
れ
る
な
ど
反
響

も
大
き
く
、
地
域
の
中
で
大
学

が
果
た
す
べ
き
役
割
と
い
う
も

の
を
再
認
識
し
た
」と
話
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
支
援
課
の
鈴
木

洋
州
課
長
は
就
職
活
動
に
つ
い

て
、
２
０
１
１
年
度
３
年
生
か

ら
、
事
実
上
の
活
動
開
始
が
10

月
か
ら
12
月
に
ず
れ
込
み
、
そ

れ
に
伴
い
企
業
研
究
の
期
間
が

短
く
な
る
こ
と
に
言
及
。「
熱

意
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、

短
期
間
で
あ
っ
て
も
企
業
研
究

を
し
っ
か
り
深
め
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。

　

個
別
面
談
の
後
の
懇
親
会
で

は
安
井
学
長
が
壇
上
に
立
ち
、

「
明
海
大
学
で
学
べ
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
大
学
作
り
を
し
て

い
き
た
い
。
学
生
た
ち
の
力
が

十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
応
じ
て
い

き
た
い
」
と
力
強
い
言
葉
で
ス

ピ
ー
チ
し
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
昨
年
に
引
き
続
き
２

回
目
の
参
加
で
す
。
先

生
に
は
主
に
成
績
表
の

見
方
を
う
か
が
い
ま
し

た
。（
Ｈ
Ｔ
学
科
２
年
）

東
北
Ａ
地
区

（
盛
岡
市
）

　

10
月
９
日
（
日
）、

東
北
Ａ
地
区
教
育
懇
談

会
が
岩
手
県
盛
岡
市
内

の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
近
県
か
ら
の
保
護

者
と
教
職
員
、
教
育
後

●
参
加
者
の
感
想

・
先
生
方
の
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
会
を
開
い
て
い
た
だ

き
、
感
謝
し
ま
す
。（
英
米
語

学
科
４
年
）

・
社
会
に
巣
立
っ
て
か
ら
も
役

に
立
て
る
よ
う
、
有
意
義
な
学

生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。（
英

米
語
学
科
４
年
）

信
州
地
区
（
松
本
市
）

　

10
月
２
日
（
日
）、
信
州
地

区
教
育
懇
談
会
が
長
野
県
松
本

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
大
学
か
ら
は
安
井
利
一
学

長
、
佐
々
木
康
史
副
学
長
、
各

学
部
の
学
部
長
や
教
授
、
教
職

員
、
教
育
後
援
会
役
員
ら
が
参

加
し
た
。

　

全
体
会
は
教
育
後
援
会
の
永

井
通
会
長
の
挨
拶
で
ス
タ
ー

ト
。「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
浦

安
市
は
、
震
災
後
、
地
域
の
絆

を
よ
り
深
め
て
い
こ
う
と
動
き

始
め
て
い
る
。
私
た
ち
教
育
後

援
会
も
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
と
の
絆
を
深
め
て
い
き
た

い
」
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
へ
の
登
録
を
呼
び

援
会
役
員
が
一
堂
に
会
し
た
。

な
か
に
は
東
日
本
大
震
災
で
津

波
の
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
か

ら
の
来
場
者
も
い
て
、
開
始
前

に
「
お
元
気
で
し
た
か
」
と
声

を
か
け
あ
う
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

全
体
会
は
教
育
後
援
会
の
戸

澤
五
月
副
会
長
の
挨
拶
で
ス

タ
ー
ト
。「
大
震
災
以
降
の
７

カ
月
間
、
辛
い
思
い
や
悲
し
い

思
い
を
強
い
ら
れ
た
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
」と
参
加
者
に
語
り
か
け
た
。

次
い
で
安
井
利
一
学
長
も
「
大

震
災
を
一
つ
の
経
験
と
し
て
、

学
生
た
ち
に
そ
れ
に
打
ち
勝
つ

力
を
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
教
育
関
係
者
の
一
人

と
し
て
思
っ
て
い
ま
す
」
と
挨

拶
し
た
。

　

続
い
て
、
鈴
木
洋
州
学
生
支

援
課
長
が
近
況
報
告
を
し
、
な

か
で
も
震
災
の
影
響
を
受
け
た

今
年
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
多

く
の
時
間
を
割
い
た
。

　

続
く
個
人
面
談
を
終
え
た
経

済
学
部
長
の
下
田
直
樹
教
授

は
、「
今
日
は
ス
ポ
ー
ツ
推
薦

で
入
っ
た
学
生
の
保
護
者
の
方

と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
文
武
両
道
で
進
級
も
ま
っ
た

く
問
題
が
な
く
、
気
持
ち
よ
く

お
話
が
で
き
ま
し
た
」と
笑
顔
。

　

色
と
り
ど
り
の
料
理
を
囲
ん

だ
懇
親
会
で
は
、
会
食
の
途
中

に
学
部
長
や
教
職
員
か

ら
の
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
が
あ

り
、
不
動
産
学
部
長
の

林
亜
夫
教
授
か
ら
「
不

動
産
学
部
で
は
震
災

後
、
学
生
80
名
が
家
屋

の
傾
斜
の
角
度
を
測
る

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
ま
し
た
。
責
任

を
も
っ
て
仕
事
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
学
ん
で
く
れ

た
よ
う
で
す
」
と
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
た
。

●
参
加
者
の
声

・
４
回
目
の
参
加
で
す
。
１
年

生
の
と
き
に
来
て
み
た
ら
、
先

生
方
が
と
て
も
親
し
み
や
す

く
、
そ
れ
以
来
、
年
に
１
回
の

楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。（
英

米
語
学
科
４
年
）

東
海
地
区
（
静
岡
市
）

　

10
月
16
日
（
日
）、
東
海
地

区
教
育
懇
談
会
が
静
岡
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
静
岡
、

岐
阜
、
愛
知
の
各
県
か
ら
の
保

護
者
が
参
加
し
た
。

　

教
育
後
援
会
永
井
通
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
壇
上
に
立
っ
た

安
井
利
一
学
長
は
「
テ
レ
ビ
な

ど
で
報
道
さ
れ
る
浦
安
を
見
て

不
安
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
保
護

者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
復
活
し
た
明

海
大
学
を
ご
覧
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
復
興
が
順
調
に
進
ん
で

い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。
最
後

に
「
大
学
は
、
夢
に
近
づ
く
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
自

ら
模
索
し
見
つ
け
る
場
所
。
問

題
を
主
体
的
に
解
決
す
る
応
用

力
、
方
法
論
、
情
報
処
理
能
力

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
力

強
く
語
っ
た
。

　

個
別
面
談
で
は
、
単
位
修

得
状
況
や
、
進
級
、
就
職
な

ど
、
担
当
教
授
と
じ
っ
く
り
と

話
し
合
う
参
加
者
の
姿
が
見
ら

れ
た
。
待
機
室
で
は
授
業
の
様

子
や
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
を
紹
介

す
る
大
学
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ

れ
、「
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も

の
日
常
が
垣
間
見
え
る
よ
う
」

と
こ
ち
ら
も
好
評
だ
っ
た
。

　

懇
親
会
は
、
永
井
会
長
、
安

井
学
長
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
の
あ

と
、
歓
談
タ
イ
ム
へ
。
安
井
学

長
も
飲
み
も
の
を
手
に
積
極
的

に
参
加
者
の
輪
に
入
り
、
一
人

ひ
と
り
と
じ
っ
く
り
言
葉
を
交

わ
し
て
い
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
学
業
だ
け
で
な
く
、
人
間
と

し
て
成
長
で
き
る
よ
う
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

お
願
い
し
ま
し
た
。
先

生
に
は
、
以
前
ア
ル
バ

イ
ト
先
で
の
ト
ラ
ブ
ル

に
対
応
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
、
離
れ

て
暮
ら
し
て
い
ま
す
が

安
心
し
て
い
ま
す
。
娘

も
今
は
勉
強
が
楽
し
く

て
仕
方
が
な
い
そ
う
で

す
。（
Ｈ
Ｔ
学
科
１
年
）

・
学
業
や
単
位
に
つ
い

て
相
談
し
た
の
で
す

が
、
と
て
も
誠
実
に
対

応
し
て
い
た
だ
き
、
安

心
し
ま
し
た
。
先
生
に

は
子
ど
も
に
積
極
的
に

声
を
か
け
て
ほ
し
い
と

要
望
し
ま
し
た
。（
不

動
産
学
科
４
年
）

東
北
Ｂ
地
区

（
福
島
市
）

　

10
月
23
日
（
日
）
福

島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
東

北
Ｂ
地
区
教
育
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
、
福
島
、

山
形
、
宮
城
の
各
県
の

保
護
者
と
、
大
学
か
ら

は
佐
々
木
康
史
副
学
長

や
各
学
部
の
学
部
長
ら

教
職
員
と
教
育
後
援
会
役
員
が

参
加
し
た
。

　

教
育
後
援
会
の
永
井
通
会
長

は
「
地
震
そ
し
て
原
発
事
故
と

大
変
な
と
き
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
挨
拶
。
被
害
に
あ
っ
た

学
生
と
家
族
の
た
め
に
最
大
限

の
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
話

し
た
。

　

次
に
、
所
用
の
た
め
欠
席
と

な
っ
た
安
井
利
一
学
長
に
代

わ
っ
て
佐
々
木
副
学
長
が
挨
拶

し
、
震
災
後
の
大
学
や
地
域
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ

の
な
か
で
、
こ
の
震
災
後
、
大

学
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
た
。

　

リ
ピ
ー
タ
ー
の
保
護
者
も
多

く
、
懇
親
会
が
始
ま
る
前
か
ら

和
や
か
な
ム
ー
ド
。
開
始
後
に

は
先
生
方
を
囲
ん
で
す
ぐ
に
笑

い
声
が
あ
が
る
な
ど
、
活
気
あ

る
懇
親
会
と
な
っ
た
。

　

中
国
語
学
科
の
長
谷
川
正
時

教
授
は
、
明
海
大
で
行
わ
れ
て

い
る
中
国
語
通
訳
の
養
成
講
座

か
ら
今
夏
、
初
め
て
プ
ロ
通
訳

が
誕
生
し
た
こ
と
、
そ
の
学
生

が
福
島
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
昨
年
も
参
加
し
て
就
職
の
相

談
を
し
ま
し
た
。
離
れ
て
暮
ら

し
て
い
る
と
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
か
全
く
見
え
ず
不
安

だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
に
電
話

し
て
す
ぐ
就
職
支
援
の
窓
口
へ

行
く
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

い
た
よ
う
で
、
お
か
げ
で
無
事

内
定
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
学
科
の
先
生
も
私
の
顔

を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
り
、
感

激
で
す
。（
不
動
産
学
科
４
年
）

・
南
相
馬
の
出
身
で
す
。今
春
、

避
難
所
か
ら
子
ど
も
を
身
一
つ

で
入
学
さ
せ
ま
し
た
。
な
か
な

か
会
い
に
行
け
る
状
況
で
は
な

い
の
で
、
こ
う
い
っ
た
会
が
あ

る
の
は
う
れ
し
い
で
す
。（
経

済
学
科
１
年
）

中
国
・
四
国
地
区

（
岡
山
市
）

　

10
月
30
日
（
日
）、
中
国
・

四
国
地
区
教
育
懇
談
会
が
岡
山

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

近
隣
の
保
護
者
と
大
学
か
ら
の

教
職
員
、
教
育
後
援
会
の
役
員

が
集
ま
っ
た
。

　

冒
頭
、
教
育
後
援
会
の
藤
井

慶
三
副
会
長
が
挨
拶
。「
個
人

面
談
、
懇
親
会
な
ど
時
間
は

た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
じ
っ
く
り
と
お
話
し
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

ス
ピ
ー
チ
し
た
。

　

次
に
安
井
利
一
学
長

が
壇
上
に
立
ち
、
東
日

本
大
震
災
時
の
報
告

や
新
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
等
に
つ
い
て
の
説
明

に
続
い
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
充
実
し
た
フ
ォ

ロ
ー
体
制
に
つ
い
て
触

れ
、「
ぜ
ひ
貪
欲
に
利

用
し
て
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」

と
熱
く
語
り
か
け
た
。

　

続
く
学
生
支
援
課
の

鈴
木
洋
州
課
長
は
就
職

活
動
に
つ
い
て
多
く
の
時
間
を

費
や
し
、
今
年
度
か
ら
就
職
活

動
開
始
時
期
が
後
ろ
に
ず
れ
、

前
年
度
の
お
手
本
が
な
い
ま
ま

就
職
活
動
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
「
自

己
分
析
、
企
業
研
究
が
お
ろ
そ

か
に
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
し
て

『
人
柄
・
熱
意
・
可
能
性
』
を
し
っ

か
り
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
。
保

護
者
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
気
持

ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

個
人
面
談
の
あ
と
の
懇
談
会

で
は
、
出
席
し
た
教
授
陣
が
一

人
ず
つ
壇
上
で
ス
ピ
ー
チ
し
た

際
に
「
授
業
が
楽
し
い
と
子
ど

も
が
言
っ
て
い
る
わ
け
が
わ
か

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
」
と

保
護
者
同
士
が
う
な
ず
き
あ
っ

て
い
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
地
元
で
の
就
職
を
考
え
て
い

る
よ
う
な
の
で
、
今
日
い
た
だ

い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
娘

と
じ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
す
。

（
経
済
学
科
３
年
）

・
留
学
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
期
留

学
と
短
期
留
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
リ
ッ
ト
や
、
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
親
と

し
て
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
英
米
学
科
１
年
）

九
州
地
区
（
福
岡
市
）

　

11
月
13
日
（
日
）、
九
州
地

区
教
育
懇
談
会
が
福
岡
市
内
の

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
保
護
者
、

教
職
員
、
教
育
後
援
会
役
員
が

参
加
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
永
井
通
会
長

の
挨
拶
に
続
い
て
安
井
利
一
学

長
が
壇
上
に
立
ち
、
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
た
と
き
の
様
子

や
、
復
興
に
向
け
た
大
学
の
取

り
組
み
を
報
告
。
ま
た
「
教
育

後
援
会
と
大
学
が
車
の
両
輪
と

な
っ
て
、
学
生
た
ち
が
自
己
実

現
を
図
る
た
め
の
手
助
け
と
、

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
社

会
性
・
創
造
性
・
合
理
性
を
も
っ

た
学
生
を
育
て
る
た
め
に
、
専

門
教
育
・
人
間
教
育
を
し
っ
か

り
と
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
続

け
た
。

　

鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課
長
か

ら
は
、
明
海
大
学
の
近
況
報
告

と
し
て
就
職
活
動
に
つ
い
て
多

く
の
時
間
を
使
っ
て
細
か
く
説

明
し
、
入
学
試
験
、
在
籍
学
生

数
、
学
年
暦
、
修
学
支
援
業
務

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
海
外
留
学
・

海
外
研
修
派
遣
や
夏
季
イ
ン

東
北
A
地
区

中
国
・
四
国
地
区

（
１
面
か
ら
）

信州地区

東北 B地区

東海地区



 (3) 第 37号し　お　か　ぜ

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

全
体
会
で
安
井
利
一
学
長

は
、
ス
ピ
ー
チ
冒
頭
で
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
作
業
に
つ

い
て
説
明
。
被
害
の
大
部
分
は

周
辺
の
地
盤
沈
下
に
よ
る
イ
ン

フ
ラ
被
害
に
よ
る
も
の
で
、
す

で
に
ほ
ぼ
復
旧
を
と
げ
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
作
業
の
終
了
を
待

つ
ば
か
り
。
離
れ
て
暮
ら
す
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
を
前
に
、

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
に
あ
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

全
体
会
の
最
後
に
学
生
支
援

課
の
鈴
木
洋
州
課
長
は
、
１
・

２
３
倍
と
い
う
最
新
の
求
人
倍

率
に
つ
い
て
の
分
析
を
報
告
。

「
就
職
活
動
は
、
と
に
か
く
人

に
会
う
こ
と
に
尽
き
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
頼
る
だ
け
で
な

く
、
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
に
直
接
会
い

に
行
く
な
ど
積
極
的
に

行
動
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
同
窓
会
か

ら
北
原
淳
会
長
と
と
も

に
、
大
阪
支
部
の
同
窓

生
３
人
と
そ
の
家
族
が

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ス

ピ
ー
チ
。
保
護
者
の
一

人
は
「
年
齢
的
に
も
近

い
の
で
、
将
来
の
我
が

子
を
重
ね
る
思
い
で
聞

い
て
い
ま
し
た
」
と
一

足
先
に
社
会
に
巣
立
っ

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
体
育

会
活
動
状
況
、
構
内
の

環
境
状
況
な
ど
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

個
人
面
談
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
先
生

方
に
よ
る
熱
心
な
指

導
、
助
言
が
あ
り
、
面

談
を
終
え
た
保
護
者
か

ら
は
安
堵
し
た
表
情
が

見
ら
れ
た
。
最
後
に
行

わ
れ
た
懇
親
会
で
も
先

生
方
の
話
に
明
る
い
笑

い
声
が
聞
か
れ
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
で
閉
会
と
な
っ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
聞
き
た
い
こ
と
を
聞
け
て
よ

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ぜ
ひ
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。（
不
動
産
学
科
１
年
）

・
学
生
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と

多
く
の
こ
と
を
し
て
い
た
だ

き
、
明
海
大
学
に
入
学
で
き
て

幸
せ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
も
っ
と

た
く
ま
し
く
、
自
立
の
道
を
開

い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。（
英
米
語
学
科
２
年
）

近
畿
地
区
（
大
阪
市
）

　

11
月
20
日
（
日
）、
近
畿
地

区
教
育
懇
談
会
が
大
阪
市
内
の

た
同
窓
生
に
頼
も
し
さ
を
感
じ

て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
石
川
県
か
ら
参
加
し
ま
し

た
。
先
生
に
は
進
路
に
つ
い
て

娘
の
希
望
と
は
ま
た
違
う
角
度

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ

き
、
一
つ
視
野
が
広
が
り
ま
し

た
。
と
に
か
く
、
先
生
と
学
生

の
距
離
が
近
い
こ
と
が
新
鮮
な

驚
き
で
す
。（
日
本
語
学
科
１

年
）

・
和
歌
山
県
か
ら
の
参
加
で

す
。
本
人
が
長
期
留
学
を
希
望

し
て
い
る
た
め
、
留
学
の
シ
ス

テ
ム
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い

て
詳
し
く
う
か
が
い
ま
し
た
。

将
来
は
、
時
間
が
か
か
っ
て
も

い
い
か
ら
自
分
の
進
む
べ
き
道

を
探
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
英
米
語
学
科
１
年
）

沖
縄
地
区
（
那
覇
市
）

　

12
月
４
日
（
日
）、
沖
縄
地

区
教
育
懇
談
会
が
沖
縄
県
那
覇

市
内
の
ホ
テ
ル
で
初
め
て
開
催

さ
れ
た
。

　

教
育
後
援
会
の
永
井
通
会
長

は
「
沖
縄
か
ら
は
18
名
の
学
生

が
大
学
に
来
て
い
ま
す
が
、
初

め
て
沖
縄
地
区
教
育
懇
談
会
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
７
組
の
保

護
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
大

学
に
つ
い
て
の
心
配
な

こ
と
は
個
人
面
談
で
先

生
方
に
お
聞
き
し
、
教

育
後
援
会
役
員
に
も
相

談
し
て
い
た
だ
き
、
有

意
義
な
時
間
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

　

安
井
利
一
学
長
の
挨

拶
に
続
き
、
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

の
下
田
直
樹
教
授
か

ら
、
大
学
が
取
り
組
ん

で
い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
つ
い
て
説
明
。ま
た
、

学
生
支
援
課
の
鈴
木
洋
州
課
長

か
ら
は
、
明
海
大
学
の
近
況
報

告
と
し
て
入
学
試
験
、
在
籍
学

生
数
、
学
年
暦
、
修
学
支
援
業

務
、
海
外
留
学
・
海
外
研
修
派

遣
や
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
・
就
職
活
動
の
現
況
及
び
大

学
の
支
援
体
制
、
体
育
会
活
動

状
況
、
構
内
の
環
境
状
況
な
ど

に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
が
あ
っ

た
。

　

個
人
面
談
で
は
、
各
学
部
長

に
よ
る
熱
心
な
指
導
、
助
言
に

対
し
て
保
護
者
は
安
堵
し
た
様

子
を
見
せ
、
続
く
懇
親
会
で
も

各
部
長
の
話
に
明
る
い
笑
い
声

が
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
な
か
、閉
会
と
な
っ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
初
め
て
参
加
し
て
よ
い
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。
先
生
の
お
話
を

聞
い
て
、
今
後
の
息
子
と
の
接

し
方
に
つ
い
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
。（
不
動
産
学
科
１
年
）

・
沖
縄
で
の
懇
談
会
は
初
め
て

だ
と
思
い
ま
す
が
、
学
生
が
少

な
い
場
所
で
も
開
催
し
て
い
た

だ
き
、感
謝
し
て
い
ま
す
。（
日

本
語
学
科
１
年
）

・
今
後
も
継
続
し
て
地
区
懇
談

会
の
開
催
を
お
願
い
し
た
い
。

生
の
情
報
交
換
を
希
望
し
ま

す
。（
日
本
語
学
科
２
年
）

て
ほ
し
い
こ
と
が
ま
っ
た
く
違

う
の
で
ハ
ッ
と
し
た
思
い
だ
っ

た
」
と
話
す
学
生
も
い
た
。

　

分
科
会
の
後
は
夕
食
を
兼
ね

た
懇
親
会
が
開
か
れ
、
会
場
は

学
生
た
ち
の
賑
や
か
な
声
に
包

ま
れ
た
。
２
日
目
に
は
群
馬
県

内
で
の
観
光
が
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
前
日
か
ら
続
く
悪
天
候

の
た
め
に
中
止
と
な
り
、
閉
会

式
の
後
、
皆
、
充
実
し
た
表
情

で
帰
路
に
着
い
た
。

を
見
に
行
き
た
い
」
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
た
。

　

同
行
し
た
職
員
か
ら
は
、

「
30
度
を
越
す
気
温
の
な
か
で

も
や
め
た
い
、
休
み
た
い
と
言

わ
な
い
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
。
み
ん
な
の
成
長
し
て
い
く

姿
を
見
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
」「
職
員
が
、
学
生
み
ん
な

の
姿
に
励
ま
さ
れ
た
。
誇
り
に

思
い
ま
す
」
と
心
か
ら
の
賛
辞

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

２
０
１
１
年
８
月
７
日（
日
）

～
11
日
（
木
）
の
５
日
間
、
明

海
大
学
の
学
生
９
名
と
教
職
員

６
名
が
東
日
本
大
震
災
で
甚
大

　

２
０
１
１
年
９
月
１
日（
木
）

～
２
日
（
金
）
の
２
日
間
、
毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
学
友
会

主
催
の
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

（
後
援
／
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ

ン
パ
ス
教
育
後
援
会
・
明
海
大

学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
同
窓
会
）

が
群
馬
県
み
な
か
み
町
で
行
わ

れ
、
日
本
人
学
生
や
外
国
人
留

学
生
、
教
職
員
な
ど
２
２
２
名

が
参
加
。
教
育
後
援
会
か
ら
は

戸
澤
五
月
副
会
長
と
役
員
５
名

が
か
け
つ
け
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
明
海
大
学
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
」。
開
会
式
で
ま
ず

学
友
会
の
本
田
大
輔
会
長
（
英

米
語
学
科
２
年
）
が
「
学
生
と

教
職
員
ら
が
交
流
を
深
め
、
各

テ
ー
マ
を
基
に
意
見
交
換
を
す

る
こ
と
で
、
本
学
へ
の
帰
属
意

識
を
高
め
て
ほ
し
い
。
学
友
会

で
も
多
く
の
意
見
を
反
映
で
き

る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
挨

拶
。
続
い
て
安
井
利
一
学
長
か

な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
釜
石

市
で
瓦
礫
撤
去
な
ど
の
復
興
支

援
活
動
を
行
い
、
10
月
６
日

（
木
）、
学
内
で
そ
の
報
告
会
を

実
施
。
教
育
後
援
会
か

ら
も
役
員
４
名
が
参
加

し
、
学
生
ら
の
報
告
に

耳
を
傾
け
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
学
生
は
、
土

屋
薫
さ
ん
（
日
本
語
学

科
４
年
）、
嶋
田
純
也

さ
ん
（
英
米
語
学
科
４

年
）、
中
里
明
理
さ
ん

（
同
３
年
）、
中
村
通
子

さ
ん
（
同
３
年
）、
宮

澤
彩
佳
さ
ん
（
同
２

年
）、
中
澤
武
志
さ
ん

（
同
１
年
）、
長
塚
理
緒

ら
「
学
生
や
教
職
員
ら
が
皆
で

話
し
合
い
出
さ
れ
た
意
見
を
、

大
学
の
今
後
の
発
展
に
生
か
し

た
い
。
有
意
義
な
２
日
間
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
期
待
が
語
ら

れ
た
。

　

教
育
後
援
会
の
戸
澤
副
会
長

は
「
大
学
の
品
位
は
学
生
の
皆

さ
ん
の
言
動
が
生
み
出
す
も

の
。
外
国
人
学
生
も
多
い
本
校

な
ら
で
は
の
、
独
創
的
で
創
造

力
豊
か
な
意
見
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
参
加
者
全
員

が
16
班
に
分
か
れ
て
分
科
会
を

開
始
。
１
・
施
設
に
つ
い
て
、

２
・
課
外
活
動
と
在
り
方
に
つ

い
て
、
３
・
留
学
生
、
日
本
人

及
び
教
職
員
の
交
流
に
つ
い

て
、
４
・
学
内
外
に
お
け
る
マ

ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
の
４
つ
の

テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
た
。

　

各
班
の
メ
ン
バ
ー
は
ほ
ぼ
初

対
面
同
士
で
初
め
は
や
や
緊
張

し
た
様
子
。
し
か
し
徐
々
に
雰

さ
ん
（
同
１
年
）、
田
村
彩
乃

さ
ん
（
Ｈ
Ｔ
学
科
３
年
）、
ム

ク
タ
パ
イ
ン
タ
ラ
パ
ッ
ド
さ
ん

（
同
３
年
）。
大
学
の
掲
示
を
見

て
、
夏
季
休
暇
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
自
ら
の
意
思
で
応
募
し
た
。

　

一
行
は
バ
ス
を
利
用
し
て
移

動
。
初
日
と
最
終
日
は
移
動
日

に
充
て
、
な
か
３
日
間
、
岩
手

県
釜
石
市
鵜
住
居
（
う
の
す
ま

い
）
町
と
唐
丹
（
と
う
に
）
町

で
、
主
に
瓦
礫
撤
去
や
仕
分
け

の
作
業
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
は
活
動
の
概
要
を
説
明

し
た
学
生
支
援
課
鈴
木
洋
州
課

長
か
ら
、「
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル

も
津
波
で
浸
水
し
て
お
り
、
１

階
部
分
は
解
体
工
事
中
。
素
泊

ま
り
で
ク
ー
ラ
ー
も
な
し
。
暑

い
時
期
で
し
た
の
で
、
厳
し
い

状
態
で
し
た
。
バ
ス
で
の
移
動

の
最
中
も
、
車
や
瓦
礫
が
あ
ち

こ
ち
に
転
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し

た
」
と
紹
介
。
現
地
で
直
接
耳

囲
気
も
和
ん
で
意
見
が
出
て
く

る
よ
う
に
。

　

例
え
ば
、『
施
設
』班
で
は「
図

書
館
を
長
時
間
利
用
す
る
場
合

に
手
軽
に
水
分
補
給
し
た
い
。

飲
み
物
だ
け
で
よ
い
の
で
持
ち

込
み
を
許
可
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
要
望
が
。『
課
外
活
動
』

班
で
は
「
サ
ー
ク
ル
な
ど
に

入
っ
て
い
な
い
と
学
園
祭
へ
の

参
加
意
欲
が
わ
か
な
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
「
何
で

も
他
人
任
せ
に
せ
ず
、
自
ら
積

極
的
に
動
く
こ
と
が
大
学
に

と
っ
て
も
将
来
の
自
分
に
と
っ

て
も
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
」
と

の
力
強
い
言
葉
も
聞
か
れ
て
い

た
。

　

分
科
会
に
参
加
し
た
学
生
か

ら
は
「
日
本
人
学
生
、
外
国
人

学
生
、
教
職
員
な
ど
立
場
の
違

う
人
の
意
見
を
聞
け
て
よ
か
っ

た
」「
同
じ
大
学
内
で
過
ご
す

学
生
同
士
で
も
、
立
場
の
違
い

で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
改
善
し

に
し
た
、
被
災
の
体
験
談
な
ど

も
語
ら
れ
た
。

　

学
生
た
ち
か
ら
は
、「
い
ま

生
き
て
い
る
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
た
。
教
員
を
目
指
し
て
い
る

の
で
、
将
来
、
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
」、

「
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
、
自

分
に
も
何
か
で
き
な
い
か
と
感

じ
て
い
た
。
現
場
を
確
か
め
て

み
た
い
と
い
う
好
奇
心
も
あ
っ

た
。
日
々
が
当
た
り
前
で
は
な

く
、
感
謝
の
言
葉
を
言
わ
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
の
だ
と
思
っ

た
」「
被
災
し
た
ホ
テ
ル
の
周

り
が
真
っ
暗
で
、
戦
争
の
よ
う

だ
と
思
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
く
以
外
に
も
で
き
る
こ
と

は
あ
る
。
友
だ
ち
に
こ
の
経
験

を
話
し
た
い
」「
私
た
ち
は
電

気
が
あ
っ
て
、
勉
強
で
き
て
、

す
ご
く
幸
せ
だ
。
感
じ
る
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」「
募
金

や
節
電
な
ど
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
続
け
、
必
ず
復
興
し
た
街

酷
暑
の
な
か
で
黙
々
と
作
業
す
る
学

生
た
ち

酷
暑
の
な
か
で
黙
々
と
作
業
す
る
学

生
た
ち

近畿地区

引率した日野壽憲教授と

沖縄地区

九州地区

東
北
の
方
の
力
に
な
り
た
い

今
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
！ 

東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
支
援
活
動

2011年度　明海大学浦安キャンパス
学友会サマーキャンプ

明海大学の
さらなる発展を目指し
多様な意見を交わそう



第37号  (4)し　お　か　ぜ

経
験
を
積
ん
で
も
ら
っ
て
、
結

果
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

藤
井
　
サ
ッ
カ
ー
部
の
八
津
川

監
督
は
明
海
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

Ｏ
Ｂ
で
も
あ
り
、
こ
の
中
で
最

も
若
い
監
督
で
す
。
こ
の
一
年

は
練
習
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
被

災
し
、
大
変
な
一
年
に
な
り
ま

し
た
ね
。

八
津
川
義
廣
サ
ッ
カ
ー
部
監
督

（
以
下
、
八
津
川
）　
１
年
間
の

温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
地
震
で
液
状
化

し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目
の
前
に

し
て
、
今
年
は
ど
う
や
っ
て
活

動
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か

ま
っ
た
く
先
が
見
え
な
い
、
正

直
に
言
う
と
そ
の
よ
う
な
幕
開

け
で
し
た
。
満
足
に
練
習
で
き

な
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
サ

ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
る

状
態
に
な
り
、
ど
う
に
か
練
習

を
再
開
で
き
ま
し
た
。

藤
井
　
メ
イ
ン
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
使
え
な
い
こ
と
は
い
ろ
い
ろ

な
面
に
影
響
し
た
の
で
は
な
い

で
す
か
。

八
津
川
　
は
い
、
サ
ブ
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
公
式
試
合
に
は
対
応
し

て
い
な
い
の
で
、
今
年
の
試
合

は
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
な

う
こ
と
が
で
き
ず
に
、
す
べ
て

ア
ウ
ェ
イ
。
敵
地
に
乗
り
込
ん

で
の
試
合
が
続
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
な
か

で
、
選
手
た
ち
は
非
常
に
よ
く

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

藤
井
　
ホ
ー
ム
で
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
よ
り
も
ア
ウ
ェ
イ
で
の

試
合
の
方
が
き
つ
い
で
す
か
。

八
津
川
　
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ

り
ま
せ
ん
。
移
動
は
主
に
県
内

な
の
で
す
が
、
試
合
時
間
に
間

に
合
う
よ
う
、
朝
早
く
か
ら
長

時
間
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
の
移
動

に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
や
は

り
肉
体
的
負
担
が
大
き
い
で
す
。

春
季
リ
ー
グ
は
ぶ
っ
つ
け
本
番

の
状
態
で
し
た
の
で
、
試
合
を

こ
な
し
な
が
ら
秋
季
リ
ー
グ
に

向
け
て
チ
ー
ム
を
構
築
し
て
い

き
ま
し
た
。
８
月
に
行
っ
た
夏

季
合
宿
前
後
か
ら
チ
ー
ム
の
調

子
が
上
が
っ
て
い
き
、
９
月
に

開
幕
し
た
秋
季
リ
ー
グ
で
は
５

連
覇
を
達
成
で
き
ま
し
た
。
厳

し
い
状
況
で
も
結
果
を
出
し
、

80
名
と
い
う
大
所
帯
を
引
っ

張
っ
て
く
れ
た
キ
ャ
プ
テ
ン
の

中
村
の
力
は
と
て
も
大
き
か
っ

藤
井
慶
三
編
集
長
（
教
育
後
援

会
副
会
長
・
司
会
／
以
下
、
藤

井
）　
今
日
は
、
明
海
大
学
体

育
会
の
空
手
道
部
、
ヨ
ッ
ト

部
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
と
主

将
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
話
を
う
か

が
う
前
に
、
ぜ
ひ
ご
報
告
し
た

い
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
あ
り
ま

す
。
教
育
後
援
会
20
周
年
事
業

で
「
明
海
大
学
の
知
名
度
ア
ッ

プ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
保
護
者
の

方
々
に
調
査
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
３
位
が
「
学
生
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
で
の
活
躍
・
実
績
を
上

げ
る
」
で
、
32
％
の
保
護
者
が

体
育
会
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ

て
い
た
ん
で
す
。
こ
の
結
果
か

ら
も
、
体
育
会
の
活
躍
は
、
今

後
の
明
海
大
学
の
発
展
に
大
き

く
関
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
の
今
年
度
の
活
動

状
況
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

上
妻
優
介
空
手
道
部
監
督
（
以

下
、
上
妻
）　
い
つ
も
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
空

手
道
部
は
、
昨
年
よ
り
一
つ
で

も
上
の
順
位
に
上
が
ろ
う
と
部

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
た
の

で
す
が
、
関
東
大
会
で
は
昨
年

の
３
位
が
ベ
ス
ト
８
、
全
日
本

選
手
権
は
ベ
ス
ト
16
と
、
い
ず

れ
も
昨
年
の
成
績
よ
り
一
つ
ず

た
。
彼
に
任
せ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

藤
井
　
私
も
応
援
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
。
少
し
前
で

す
が
、
一
昨
年
の
入
れ
替
え
戦
。

あ
れ
は
残
念
で
し
た
ね
。

八
津
川
　
は
い
。
今
年
も
関
東

大
会
に
進
出
し
た
の
で
す
が
、

予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
ま
し
た
。

悔
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
与
え

ら
れ
た
環
境
の
な
か
で
選
手
・

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
精
一
杯
努
力

し
た
結
果
で
す
か
ら
、
後
悔
は

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
下
が
っ
て
し
ま
い
、
部
員
た

ち
は
非
常
に
悔
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
来
年
は
と
に
か
く
一

つ
で
も
上
に
行
き
た
い
。
今
ま

で
以
上
に
ハ
ー
ド
に
練
習
を
積

ん
で
い
き
ま
す
。

上
田
航
空
手
道
部
新
主
将
（
以

下
、
上
田
）　
11
月
に
４
年
生

が
引
退
し
、
主
将
に
な
っ
た
ば

か
り
で
す
。
自
分
は
入
部
し
て

か
ら
ず
っ
と
「
あ
と
一
歩
」
の

と
こ
ろ
で
悔
し
い
思
い
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
悔
し

さ
を
忘
れ
な
い
で
、
伝
統
校
と

い
わ
れ
る
大
学
に
勝
て
る
よ
う
、

気
合
を
入
れ
て
練
習
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
大
学
側
か

ら
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
指
導
し
て

く
だ
さ
る
先
生
に
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
あ
と
は
部
員
一
人
ひ

と
り
、
個
々
の
向
上
心
を
高
い

と
こ
ろ
に
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、

主
将
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤
井
　
ご
自
身
の
こ
れ
ま
で
の

実
績
も
す
ば
ら
し
い
で
す
よ
ね
。

全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
の

組
手
で
は
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結

果
も
出
し
て
い
ま
す
。
来
年
度

は
ぜ
ひ
団
体
と
し
て
も
結
果
を

出
せ
る
よ
う
、
教
育
後
援
会
も

応
援
し
て
い
ま
す
。

上
田
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

な
い
こ
と
は
、
や
は
り
辛
い
で

す
ね
。
専
用
道
場
が
ほ
し
い
で

す
。

藤
井
　
そ
ん
な
中
で
結
果
を
出

し
続
け
て
い
る
ん
で
す
ね
。

上
妻
　
悔
し
い
思
い
の
方
が
強

い
で
す
よ
。
部
員
た
ち
に
は

も
っ
と
練
習
さ
せ
て
や
り
た
い

で
す
。

藤
井
　
ヨ
ッ
ト
部
は
ど
こ
で
練

習
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
。

國
府
田
　
稲
毛
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
練
習
は
主
に
土
日
で

す
。
朝
８
時
に
ハ
ー
バ
ー
に
集

合
し
て
、
夕
方
４
時
ま
で
、
夏

は
５
時
ま
で
と
時
間
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
週
２
日
し
か
練

習
で
き
な
い
の
で
、
試
合
近
く

に
な
る
と
陸
に
戻
っ
て
く
る
時

間
す
ら
も
っ
た
い
な
く
て
、
昼

ご
は
ん
も
海
の
上
、
ト
イ
レ
も

沖
で
す
。

藤
井
　
そ
れ
は
ハ
ー
ド
で
す
ね
。

國
府
田
　
レ
ー
ス
に
な
れ
ば
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
。

藤
井
　
艇
は
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

の
も
の
を
借
り
て
い
る
ん
で
す

か
。

大
田
　
大
学
で
買
っ
て
い
た
だ

い
た
艇
が
あ
り
ま
す
。
４
７
０

級
、
ス
ナ
イ
プ
級
の
２
ク
ラ
ス

合
わ
せ
て
16
艇
あ
り
ま
す
。

す
。

藤
井
　
続
い
て
は
ヨ
ッ
ト
部
で

す
。
ヨ
ッ
ト
部
は
今
年
、
本
学

の
会
報
『
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ
』
に

も
そ
の
活
躍
ぶ
り
が
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
学
内
で

の
知
名
度
も
大
き
く
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
ね
。
部
員
の
皆
さ
ん
の

士
気
も
ア
ッ
プ
し
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

國
府
田
由
隆
ヨ
ッ
ト
部
監
督

（
以
下
、
國
府
田
）　
教
育
後
援

会
か
ら
の
ご
援
助
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
部
は
、

全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
昨
年
に
引

き
続
い
て
の
11
位
と
い
う
結
果

で
し
た
。
女
子
の
ほ
う
も
関
東

大
会
が
２
年
連
続
３
位
、
全
日

本
で
は
６
位
で
す
が
、
非
常
に

い
い
形
に
仕
上
が
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
女
子
が
ジ
ュ
ニ
ア

ワ
ー
ル
ド
と
い
う
世
界
選
手
権

の
予
選
を
１
位
突
破
し
、
正
月

が
明
け
た
ら
す
ぐ
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
遠
征
で
す
。
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

に
出
場
す
る
と
い
う
の
は
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。
今
年
、
我
々

が
求
め
て
い
る
の
は
全
日
本
イ

ン
カ
レ
の
４
７
０
級
、
ス
ナ
イ

プ
級
両
ク
ラ
ス
の
優
勝
で
す
。

大
き
な
課
題
は
ま
だ
ま
だ
残
っ

て
お
り
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
部
は
暮

れ
正
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
田
徹
ヨ
ッ
ト
部
主
将
（
以

下
、
大
田
）　
主
将
の
大
田
で

す
。
部
員
た
ち
に
は
ど
ん
ど
ん

体育会の現状と
今後の展望を語る

　東日本大震災からの復興を遂げ、2012 年の新春を迎えた明海大学浦安キャンパスが目
指すのは、さらなる飛躍。大学の知名度アップにも貢献するといわれる体育会の活動だが、
近年の明海大学体育会空手道部、ヨット部、サッカー部の充実した活躍ぶりには目を見張
るものがある。しかし輝かしい結果とは裏腹に、「悔しい一年だった」と口を揃える各部
監督、主将が一堂に会し、今後の展望について大いに語り合った。

上妻優介 監督
全日本空手道連盟公認７段。こ
れまで数々の全日本チャンピオ
ン、世界チャンピオンを育成。
2008 年より明海大学空手道部
に就任。

國府田由隆 監督
高い指導実績が認められ、ＪＯ
Ｃ特別コーチや、ユースワール
ド監督などを歴任。2006 年よ
り明海大学ヨット部に就任。

上田 航 主将（経済学科３年）

大田 徹 主将（不動産学科３年）

今
年
の
活
躍
を
振
り
返
っ
て

今
、
胸
に
あ
る
思
い

練
習
風
景
か
ら
見
え
て
く
る

選
手
た
ち
の
「
リ
ア
ル
」

中
村
竜
也
サ
ッ
カ
ー
部
主
将

（
以
下
、
中
村
）　
今
年
は
震
災

の
影
響
を
受
け
た
一
年
で
し
た
。

正
規
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
え
な

く
て
、
ゲ
ー
ム
形
式
の
練
習
が

で
き
な
い
ま
ま
大
会
に
臨
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

残
念
で
す
。
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
練
習

し
て
い
た
の
で
、
選
手
同
士
の

距
離
感
が
実
際
の
試
合
で
は
、

な
か
な
か
掴
め
な
か
っ
た
こ
と

が
一
番
悔
し
い
で
す
。

藤
井
　
サ
ッ
カ
ー
部
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
普
段
の
練
習
風
景
に
つ

い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

上
妻
　
空
手
道
部
は
実
は
ま
だ

道
場
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、

学
内
に
あ
る「
マ
ル
チ
ル
ー
ム
」

を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
練
習
し

て
い
ま
す
。
マ
ル
チ
ル
ー
ム
の

広
さ
は
空
手
の
競
技
コ
ー
ト
よ

り
も
や
や
狭
く
、
部
員
数
も
多

く
、
ま
た
４
月
に
は
新
入
生
を

迎
え
て
さ
ら
に
人
数
が
増
え
ま

す
。
今
後
こ
の
手
狭
さ
を
ど
の

よ
う
に
創
意
工
夫
し
て
練
習
す

る
か
、
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で
す
。

藤
井
　
マ
ル
チ
ル
ー
ム
は
11
月

の
学
園
祭
の
時
期
は
使
え
な
い

よ
う
で
す
ね
。

上
妻
　
大
会
と
重
な
る
こ
の
期

間
に
満
足
に
練
習
す
る
場
所
が

●空手道部

●ヨット部
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藤
井
　
最
後
に
、
来
年
度
に
向

け
て
の
目
標
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
妻
　
２
０
１
１
年
の
主
力

だ
っ
た
３
年
生
が
い
よ
い
よ
最

高
学
年
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
や
っ
て
や
ろ
う
！
と

声
を
か
け
て
い
ま
す
。
部
員
一

同
も
燃
え
て
い
ま
す
。
必
ず
結

果
に
表
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

学
習
・
生
活
面
等
も
ケ
ア
し
な

が
ら
、
練
習
場
が
狭
い
な
ら
狭

い
な
り
に
、
与
え
ら
れ
た
環
境

の
中
で
と
に
か
く
頑
張
る
だ
け

で
す
。
伝
統
校
に
勝
っ
て
い
く

に
は
が
む
し
ゃ
ら
に
や
る
し
か

な
い
わ
け
で
す
か
ら
。

藤
井
　
明
海
大
学
は
比
較
的
新

興
校
で
、
体
育
会
の
歴
史
も
一

番
古
い
サ
ッ
カ
ー
部
で
来
年
創

立
25
年
を
迎
え
よ
う
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
伝
統
校
の
中
で
目

立
つ
存
在
に
な
っ
て
い
く
に
は
、

並
大
抵
の
努
力
で
は
難
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

上
妻
　
空
手
部
は
ま
さ
に
向
か

い
風
の
中
で
戦
っ
て
い
る
よ
う

藤
井
　
練
習
で
使
用
し
て
い
る

艇
を
試
合
で
も
使
う
ん
で
し
ょ

う
か
。

大
田
　
練
習
艇
と
試
合
艇
は
使

い
分
け
て
い
ま
す
。
試
合
艇
は

大
事
に
し
た
い
の
で
。
練
習
艇

は
ど
ん
な
に
古
く
な
っ
て
も
脆

く
な
っ
て
も
、
修
理
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
重
ね
て
大
事
に
使
っ

て
い
ま
す
。

國
府
田
　
今
は
艇
の
数
を
増
や

す
時
期
で
す
か
ら
少
し
も
無
駄

に
は
で
き
ま
せ
ん
。た
だ
、ヨ
ッ

ト
で
は
確
か
に
艇
も
大
事
な
要

素
で
す
が
、
一
番
大
事
な
の
は

“
即
座
の
判
断
”
な
ん
で
す
。

大
塚
政
子
編
集
委
員
（
以
下
、

大
塚
）　
よ
く「
風
を
読
む
」「
波

を
読
む
」
と
言
い
ま
す
ね
。

國
府
田
　
ど
ん
な
に
い
い
艇
、

帆
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
状
況

を
的
確
に
、
し
か
も
即
座
に
判

断
す
る
頭
が
な
い
と
だ
め
で
す

ね
。

大
塚
　
冬
は
海
の
水
が
冷
た
い

で
し
ょ
う
。

大
田
　
そ
う
で
す
ね
、
風
も
強

い
し
、
か
な
り
過
酷
で
す
。
な

ら
夏
は
い
い
の
か
と
い
う
と
、

海
の
匂
い
が
き
つ
く
て
。

藤
井
　
見
た
目
か
ら
は
決
し
て

分
か
ら
な
い
ヨ
ッ
ト
部
な
ら
で

は
の
悩
み
で
す
ね
。
サ
ッ
カ
ー

部
は
ど
う
で
す
か
。

目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
結
果
は
も
ち
ろ
ん

大
切
で
す
が
、
私
は
選
手
た
ち

の
卒
業
後
の
人
生
を
思
う
と
、

そ
の
結
果
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
こ
そ
を
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
。

上
妻
　
体
育
会
の
部
員
た
ち
は
、

明
海
大
学
の
名
前
を
背
に
し
て
、

大
き
な
舞
台
で
活
躍
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
裏
で
は
も
の
す
ご

い
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

姿
を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。

藤
井
　
２
０
１
２
年
は
辰
年
で

す
の
で
、
体
育
会
の
皆
さ
ん
に

も
大
き
く
飛
躍
を
遂
げ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日

は
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
津
川
　
サ
ッ
カ
ー
部
の
部
員

数
は
来
年
に
は
１
０
０
名
を
超

え
ま
す
。
で
す
が
、
現
時
点
で

部
室
の
数
が
足
り
ま
せ
ん
。
１

年
生
は
部
室
に
入
る
こ
と
す
ら

で
き
な
い
状
態
で
、
廊
下
で
着

替
え
て
い
る
姿
を
見
る
と
か
わ

い
そ
う
で
、
何
と
か
し
て
や
り

た
い
な
と
思
い
ま
す
。

大
塚
　
環
境
面
と
い
う
こ
と
で

保
護
者
の
立
場
か
ら
一
つ
言
わ

せ
て
い
た
だ
く
と
、
特
に
ス

ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る
学
生
さ

ん
た
ち
で
す
か
ら
、
食
事
面
や

健
康
面
が
気
に
な
り
ま
す
。
よ

く
“
心
技
体
”
と
い
い
ま
す
が
、

何
と
い
っ
て
も
身
体
が
資
本
で

す
。
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い

る
選
手
の
方
も
多
い
と
聞
き
ま

す
し
、
何
か
し
ら
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

上
妻
　
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
一

年
目
の
前
半
は
、
体
調
を
崩
し

て
練
習
を
休
む
学
生
が
多
い
で

す
ね
。

藤
井
　
輝
か
し
い
結
果
だ
け
か

ら
は
推
し
量
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
課
題

が
あ
る
ん
で
す
ね
。
教
育
後
援

会
で
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
ど

ん
ど
ん
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
も
の
で
す
。
50

年
、
１
０
０
年
の

歴
史
を
持
つ
強
豪

校
の
な
か
で
戦

う
わ
け
で
す
か

ら
。
逆
に
、
そ
ん

な
伝
統
校
に
と
っ

て
明
海
大
学
の
近

年
の
躍
進
は
脅
威

だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
我
々
は
日
本
一
を
目
指

し
て
練
習
し
て
い
ま
す
が
、
も

し
実
現
し
た
ら
ま
さ
に
空
手
界

の
大
パ
ニ
ッ
ク
。
私
た
ち
は
そ

れ
を
や
っ
て
や
ろ
う
と
し
て
い

る
ん
で
す
。
明
海
大
学
を
選
ん

で
集
ま
っ
て
く
れ
た
学
生
た
ち

を
一
生
懸
命
育
て
上
げ
る
こ
と

が
、
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

上
田
　
心
技
体
を
充
実
さ
せ
て

頑
張
り
ま
す
。

國
府
田
　
ヨ
ッ
ト
部
は
今
年
の

悔
し
さ
を
必
ず
晴
ら
し
ま
す
。

悔
し
い
思
い
を
し
て
最
後
に
勝

つ
喜
び
を
学
生
た
ち
に
味
わ
っ

て
ほ
し
い
。
来
年
は
そ
の
年
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け

環
境
を
整
え
て
も
ら
っ
た
ら
、

あ
と
は
や
る
し
か
な
い
。
新
し

い
キ
ャ
プ
テ
ン
の
も
と
、
活
躍

で
き
る
メ
ン
バ
ー
も
揃
っ
て
い

る
。
ヨ
ッ
ト
部
に
と
っ
て
勝
負

の
年
で
す
。

大
田
　
ま
だ
４
７
０
、
ス
ナ
イ

プ
の
両
ク
ラ
ス
そ
ろ
っ
て
全
日

本
イ
ン
カ
レ
に
出
場
で
き
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
来
年
こ
そ
は

そ
れ
を
果
た
し
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
上

位
に
食
い
込
め
る
よ
う
、
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

八
津
川
　
２
０
１
２
年
は
創
部

25
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
と
な

り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
創
部
以

来
の
悲
願
で
あ
る
関
東
大
学

リ
ー
グ
２
部
昇
格
を
目
指
し
ま

す
。
私
は
学
生
た
ち
を
そ
の
舞

台
に
立
た
せ
て
や
り
た
い
と
い

う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
チ
ー
ム
は
関
東
大

学
リ
ー
グ
２
部
に
上
が
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
チ
ー
ム
で
す
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
２
０
１
２
年

だ
け
で
な
く
、
５
年
後
・
10
年

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
た

チ
ー
ム
作
り
が
で
き
た
ら
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

藤
井
　
サ
ッ
カ
ー
部
が
千
葉
県

の
中
で
こ
れ
だ
け
優
勝
を
続
け

て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
選
手

の
育
成
も
含
め
て
大
変
な
こ
と

で
す
よ
ね
。

八
津
川
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。「
千
葉
県
で
勝
つ
の
は

も
う
当
た
り
前
」
な
ど
と
言
わ

れ
た
り
も
し
ま
す
が
、
優
勝
す

る
と
い
う
こ

と
は
や
は
り

大
変
な
こ
と

で
す
。
こ
れ

は
サ
ッ
カ
ー

に
限
ら
ず
、

ど
の
競
技
に

も
言
え
る
こ

と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の

優
勝
を
味
わ

う
た
め
に
は
、

日
々
の
努
力

が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
で
す

か
ら
、
そ
の

結
果
を
出
す

た
め
の
日
々

の
過
程
に
も

八津川義廣 監督
97年よりＪリーグジェフ市原の
トップチームを経験。明海大学サッ
カー部キャプテンを経て卒業後は
ＪＦＬでプレー。引退後2009年
より明海大学サッカー部に就任。

大塚政子 編集委員

藤井慶三 編集長

中村竜也 主将（経済学科 4年）

今
後
の
展
望

背
負
っ
た
看
板
の
重
み
を

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
変
え
て

●サッカー部

サッカー部

◆平成23年度千葉県大学サッカー選手権大会　3位
◆平成23年度千葉県大学サッカー春季1部リーグ　2位
◆第44回千葉県大学サッカーリーグ（1部）
　優勝（5年連続）

◆第44回関東大学
　サッカー大会出場
　千葉県大学
　サッカーリーグ残留

空手道部
◆第54回東日本大学空手道選手　権大会
　男子団体組手:5位（ベスト8）（本学初）
　女子団体組手:ベスト16
◆第39回関東学生空手道個人選　手権大会
男子組手で上田航（経済学科3年）、岡野拳太（経済
学科3年）、二瓶孔宇（経済学科3年）、垣辻昇祐（経
済学科2年）、鷲野大輝（経済学科1年）の 5名が
第 55回全日本学生空手道選手権大会への出場権を
獲得（本大会からの5名選出は、関東の大学で帝京
大学に次ぐ人数）
◆第55回全日本学生空手道選手権大会・東西対抗戦
男子個人組手で上田航（経済学科3年）がベスト16（本
学初）、鷲野大輝（経済学科1年）がベスト32と健闘
◆第 54回関東大学空手道選手
　権大会
　男子団体組手 :
　5位入賞（ベスト8）
◆第 55回全日本大学空手道選
　手権大会
　男子団体組手 :ベスト16

ヨット部
◆平成23年度関東学生ヨット春季選手権大会（新人戦特別レース）
女子レース :470級2位、スナイプ級4位、総合2位（本学初）
大学対抗レース :470級2位、スナイプ級7位、総合7位
◆2011年国際スナイプ級ヨット選手権大会（デンマーク・コペ
　ンハーゲン）
髙木克也（ヨット部コーチ）、大田徹（不動産学科3年）組が
日本代表として出場（出場59艇中18位）
◆平成23年度関東学生女子ヨット秋季選手権大会
　470級3位、スナイプ級6位、総合3位
◆2011年度全日本学生ヨット個人選手権大会出場
　470級 :古谷（経済学科2年）・宮崎（駿）（経済学科3年）組
　スナイプ級:浅羽（経済学科2年）・矢萩（経済学科2年）組（本
　学初出場）
◆第20回関東学生ヨット選手権大会
　大学対抗レース :470級9位、スナイプ級7位、総合7位
　スナイプ級が全日本学生ヨット選手権大会に出場
◆第76回全日本学生ヨット選手権大会
　スナイプ級11位
◆2012年470ジュニアワールド日本代表に選出
2012年1月にニュージーランドで開催される同大会に波田
地由佳（経済学科2年）、又村彩（英米語学科1年）組が日本
代表に選出
◆平成 23年度千葉県学生
　ヨット選手権大会
470級1位、2位、3位
スナイプ級1位、2位、3位
総合1位（4年連続優勝）
◆第40回全日本470級ヨッ
　ト選手権大会
　470級18位

2011 年　体育会の活躍
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業種 内定先企業名 人数
サ
ー
ビ
ス

ＡＮＡビジネスクリエイト株式会社 1
株式会社リエイ 2
アパホテル株式会社 1
株式会社星野リゾート 1
株式会社横浜ロイヤルパークホテル 1
森ビルホスピタリティコーポレーション

（グランドハイアット東京） 2

セントラルスポーツ株式会社 1
ライフランドグループ 2
株式会社ベストブライダル 1
セントラル警備保障株式会社 1
綜合警備保障株式会社 1
ＩＭＳ（イムス）グループ 2
株式会社トヨタレンタリース新千葉 1
株式会社エイチ・アイ・エス 3
株式会社ジェイアール東海ツアーズ 1
近畿日本ツーリスト株式会社 1
東武トラベル株式会社 1

メ
ー
カ
ー

Ｐ＆Ｇマックスファクター合同会社 1
いすゞ自動車株式会社 1
株式会社クロスカンパニー 2

金
融

株式会社みずほフィナンシャルグループ 1
株式会社新生銀行 1
第一生命保険株式会社 1
かとり農業協同組合 2
とうかつ中央農業協同組合 1

商
社

株式会社アイケイコーポレーション 1
株式会社ケーズホールディングス 1
三昌商事株式会社 1
ＪＦＥ商事株式会社 1
滑川軽銅株式会社 1
リシュモン F ＆ A ジャパン株式会社 1
株式会社オンワード樫山 1
株式会社ファイブ・フォックス 1

建
設
・
不
動
産

エス・バイ・エル株式会社 1
サンフロンティア不動産株式会社 1
スターツコーポレーション株式会社 1
ハウスコム株式会社 1
株式会社アーネストワン 2
株式会社グローベルス 1
株式会社リロ・ホールディング 1
株式会社三井リハウス東京 2
住友不動産販売株式会社 3
住友林業ホームサービス株式会社 1
新日本建設株式会社 1

業種 内定先企業名 人数
東急リバブル株式会社 2
日神不動産株式会社 1
野村不動産アーバンネット株式会社 1
株式会社ウィークリーマンション東京 1

輸
送

春秋航空 1
全日本空輸株式会社 3
トランコム株式会社 2
株式会社サカイ引越センター 1
佐川急便株式会社 1
東日本旅客鉄道株式会社 1
東武鉄道株式会社 1

流
通

日本瓦斯株式会社 1
クオール株式会社 1
ゲンキー株式会社 1
株式会社アインファーマシーズ 1
株式会社ジェイアイエヌ　東京本社 1
株式会社ベリテ 1
株式会社グルメ杵屋 1
株式会社幸楽苑 2
株式会社日本レストランエンタプライズ 3
日本マクドナルド株式会社 1
株式会社カスミ 1
株式会社ジャパンビバレッジホールディングス 1
株式会社セブン - イレブン・ジャパン 1
株式会社デイリーヤマザキ 1
株式会社ナリタヤ 1
株式会社マルエツ 2
株式会社ランドロームジャパン 2
株式会社ニトリ 1
株式会社ノジマ 2
株式会社ピーシーデポコーポレーション 1
株式会社ビックカメラ 2
アウディカー株式会社アウディ千葉中央 1
トヨタカローラ千葉株式会社 2
トヨタ東京カローラ株式会社 1
茨城トヨペット株式会社 1
株式会社あさひ ( サイクルベースあさひ ) 1
株式会社ガリバーインターナショナル 1
株式会社ホンダカーズ千葉 1
千葉日産自動車株式会社 1
ＡＯＫＩグループ 1
株式会社エービーシー・マート 2
株式会社ユナイテッドアローズ 1
青山商事株式会社 1
生活協同組合ちばコープ 1

学部 インターンシップ先企業名 人数

外
国
語
学
部

OLJ ランゲージアカデミー 3
（有）カリヨン 3

森観光トラスト㈱ホテルラフォーレ修善寺 2
㈱写楽館 2
㈱浦安ブライトンホテル 2
浦安市（浦安市役所） 2
ケーヨーリゾート開発合同会社

（シェラトン ･ ベイ ･ ホテル） 2

相互印刷工芸㈱ 1
千葉労働局 1
千葉県立房総のむら 1
千葉県警察（浦安警察署） 1
㈱ジーワークス 1
㈱アドレス ･ インフォメーション 1
ホテル西洋　銀座 1
ホテル ･ ザ ･ マンハッタン 1
トヨタカローラ千葉㈱ 1
ダイハツ千葉販売㈱ 1
エンゼル教育研究所　 1
アビアレップス ･ マーケティング ･ ガーデン㈱ 1

（財）ちば国際コンベンションビューロー 1

経
済
学
部

㈱ JP コンサルタンツ ･ グループ 4
㈱ NKS 能力開発センター 2
富士ゼロックス千葉㈱ 1
相互印刷工芸㈱ 1
千葉県警察（浦安警察署） 1
橋本産業㈱ 1
㈱ジェイ・ブロード 1
㈱エムエスデー 1
㈱ＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベル 1
浦安市（浦安市役所） 1
ホテルニューオータニ幕張 1
ホテル ･ ザ ･ マンハッタン 1

学部 インターンシップ先企業名 人数
（有）カリヨン 1

不
動
産
学
部

( 社 ) 日本住宅建設産業協会
（スターツコーポレーション㈱） 3

( 社 ) 日本住宅建設産業協会（㈱夢ハウジング） 2
( 社 ) 日本住宅建設産業協会（㈱東栄住宅） 1
全国宅地建物取引業協会連合会会員企業

（彦田ハウジング） 1

( 社 ) 日本住宅建設産業協会（日神不動産㈱） 1

Ｈ
Ｔ
学
部

成田国際空港㈱ 10
（有）カリヨン 6

森観光トラスト㈱ホテルラフォーレ修善寺 3
㈱帝国ホテル（帝国ホテル東京）　 2
㈱帝国ホテル 2
㈱森ビルホスピタリティコーポレーション

（グランド ハイアット 東京） 2

ホテルオークラ東京ベイ 2
ホテルオークラ東京 2
ケーヨーリゾート開発合同会社

（シェラトン ･ ベイ ･ ホテル） 2

野尻湖ホテル エルボスコ 1
東京ベイ舞浜ホテル クラブリゾート 1
相互印刷工芸㈱ 1
千葉県警察（浦安警察署） 1
千葉トヨタ自動車㈱ 1
㈱写楽館 1
㈱ジェイ・ブロード 1
㈱アスク 1
㈱ JAL スカイ 1
㈱ ＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベル 1
浦安市（浦安市役所） 1
ホテル日航東京 1
ホテル ･ ザ ･ マンハッタン 1

2011 年度　卒業生の主な内定先（2011年12月10日現在）

2011年度　夏季インターンシップ実績一覧（2011年12月10日現在）

後
の
可
能
性
」。
こ
の
３
点
が

非
常
に
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
内
定
を
も
ら
え

る
学
生
に
共
通
す
る
の
は
、
活

動
の
「
早
さ
」
と
「
量
の
多
さ
」

で
す
。
い
ま
や
大
学
名
だ
け
で

採
用
を
決
め
る
よ
う
な
企
業
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
計
画
・
実
行
・

振
り
返
り
」
が
で
き
、
そ
れ
を

回
せ
る
人
材
、
す
な
わ
ち
仕

事
を
任
せ
ら
れ
る
人
が
ほ
し
い

の
で
す
。
そ
こ
で
、
大
学
生
活

を
ど
の
よ
う
に
送
る
か
が
と
て

も
大
切
に
な
る
の
で
す
。
大
学

時
代
に
何
か
に
打
ち
込
ん
だ
経

験
を
し
て
い
る
学
生
は
企
業
に

と
っ
て
は
魅
力
的
な
わ
け
で
す
。

Ｑ
　
そ
れ
を
引
き
出
す
た
め
に

大
学
の
支
援
が
あ
る
…
。

Ａ　

単
に
「
私
は
大
学
で
楽
し

く
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
」「
ア
ル
バ
イ
ト
を
頑
張
り

ま
し
た
」
と
い
う
の
で
は
ア
ピ
ー

ル
と
は
言
え
ま
せ
ん
。「
そ
こ
で
、

ど
ん
な
目
標
や
課
題
・
問
題
が

あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
ん

な
工
夫
や
努
力
を
し
て
取
り
組

み
、
乗
り
越
え
、
そ
の
結
果
何

を
得
た
の
か
」。
そ
れ
を
伝
え
る

こ
と
で
自
分
の
可
能
性
を
伝
え

る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
独

り
よ
が
り
に
な
ら
ず
、
他
の
人

に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

す
。「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
書

い
て
み
た
け
れ
ど
こ
れ
で
よ
い

か
？
」「
明
日
面
接
な
ん
で
す

が
…
」
と
言
っ
て
就
職
支
援
担

当
の
窓
口
を
訪
ね
て
来
て
く
だ

さ
い
。
頼
り
に
な
る
ス
タ
ッ
フ
が

待
っ
て
ま
す
。
お
お
い
に
利
用

し
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｑ
　
明
海
大
学
独
自
の
「
求
人

検
索
ナ
ビ
」
も
あ
り
ま
す
ね
。

Ａ　

ナ
ビ
に
は
「
明
海
大
生
を

採
用
し
た
い
」
企
業
が
数
多
く

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
最
後
に
、保
護
者
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

ま
ず
お
子
さ
ん
に
お
伝
え

い
た
だ
き
た
い
の
は
、
①
大
学

で
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。

Ｑ
　
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

い
ろ
い
ろ
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
例
え
ば
11
月
に
は
「
仕

事
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
５
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
企
業
の

方
か
ら
直
接
お
話
を
う
か
が
っ

て
、
仕
事
や
業
界
の
理
解
を
深

め
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。
ま

た
、
マ
イ
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
と
い
う
２
５
０
名
の
学
生
が

受
講
し
て
い
る
授
業
で
は
、「
関

心
の
あ
る
会
社
」
と
「
関
心
の

な
い
会
社
」
を
合
わ
せ
て
50
社

選
ば
せ
、
視
野
を
広
げ
る
と
い

う
課
題
を
出
し
た
り
と
12
月
以

前
か
ら
意
識
を
持
た
せ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
　
円
高
や
景
気
の
影
響
も
気

に
な
る
の
で
す
が
、
求
人
票
の

数
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
？

Ａ　

求
人
数
は
大
き
く
減
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
大
学
か
ら
企
業
へ

の
訪
問
・
開
拓
も
も
ち
ろ
ん
引

き
続
き
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
…
と
な
る
と
、
学
生
が
い

か
に
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

か
が
大
事
で
す
ね
。

Ａ　

企
業
が
何
を
見
る
か
と
い

う
と
、
社
会
人
基
礎
力
と
い
う

こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
た

だ
、
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い

の
は
、「
熱
意
」「
人
柄
」「
今

手
の
み
な
ら
ず
、
中
堅
・
中
小

企
業
を
志
向
す
る
学
生
も
増
え

た
の
で
す
が
、
知
名
度
が
低
い

け
れ
ど
優
良
な
企
業
に
た
ど
り

着
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

Ｑ
　
企
業
に
と
っ
て
も
こ
の
事

態
は
初
め
て
で
す
よ
ね
。

Ａ　

企
業
側
も
ア
ピ
ー
ル
が
遅

れ
る
た
め
、
優
秀
な
学
生
や
母

集
団
確
保
の
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
工
夫
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
一
方
で
、
こ
こ
数
年
企

業
は
「
厳
選
採
用
」
を
し
て
い

て
、
い
い
学
生
が
い
な
け
れ
ば

採
ら
な
い
。
こ
れ
は
し
ば
ら
く

続
く
と
見
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
　
ち
な
み
に
こ
の
倫
理
憲
章

は
来
年
度
も
続
く
の
で
し
ょ
う

か
？

Ａ　

こ
の
憲
章
に
は
大
学
側
や

各
業
界
団
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
り
、
必
ず
し
も
全
体

が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
ま
だ
ま
だ
変
動
す
る
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
憲
章

に
は
強
制
力
は
な
く
、
憲
章
に

と
ら
わ
れ
な
い
企
業
も
あ
り
ま

す
。
報
道
を
目
に
し
て
つ
い
単

純
に
「
12
月
ま
で
活
動
し
て
は

い
け
な
い
ん
だ
」
と
思
い
込
ん

の
の
期
間
が
短
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
心
配
点
と
し
て
、
１
つ

は
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る

意
識
の
遅
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
学
生
が
直
接
企
業
に
接
触

す
る
機
会
が
遅
く
な
る
こ
と
で

企
業
の
情
報
に
触
れ
る
時
間
が

減
れ
ば
、
企
業
研
究
や
業
界

研
究
が
浅
い
ま
ま
活
動
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
内
定
を

取
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

２
～
３
月
に
は
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
の
提
出
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
面
接
な
ど
実
質
的
な
選
考

に
入
っ
て
い
く
流
れ
は
従
来
ど

お
り
で
す
か
ら
。

Ｑ
　
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ

と
が
心
配
で
す
か
？

Ａ　

例
え
ば
、
企
業
に
提
出
す

る
「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
で

は
企
業
研
究
が
浅
い
た
め
、「
志

願
動
機
」
が
し
っ
か
り
書
け
な

い
。
そ
う
な
る
と
熱
意
が
伝
わ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
近
は
大

Ｑ
　
い
よ
い
よ「
２
カ
月
遅
れ
」

と
言
わ
れ
る
就
職
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
ね
…
。

Ａ　

２
０
１
１
年
３
月
、（
社
）

日
本
経
済
団
体
連
合
会
が

２
０
１
３
年
度
入
社
以
降
の
新

卒
採
用
の
指
針
と
し
て
『
採
用

選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲

章
』
を
改
定
し
て
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
な
か
に
「
採
用
選
考

活
動
早
期
開
始
の
自
粛
」
と
い

う
項
目
が
あ
り
、
企
業
に
よ
る

広
報
活
動
が
12
月
１
日
以
降
の

開
始
と
、
２
カ
月
後
ろ
倒
し
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
足
並
み

を
そ
ろ
え
る
形
で
、
例
年
で
あ

れ
ば
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大

手
の
就
職
情
報
サ
イ
ト
も
12
月

に
繰
り
下
が
っ
た
の
で
す
。

Ｑ
　
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

企
業
の
選
考
活
動
は
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ず
４
月
１
日
か

ら
な
の
で
、
就
職
活
動
そ
の
も

の
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を
し
っ
か

り
受
け
る
こ
と
、
②
就
職
支
援

の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
、
③

就
職
支
援
の
窓
口
を
利
用
す
る

こ
と
、
の
３
つ
で
す
。
保
護
者

の
皆
さ
ん
は
、
教
育
後
援
会
が

行
っ
て
い
る
保
護
者
向
け
の
就

職
懇
談
会
や
、
地
区
教
育
懇
談

会
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
…
企
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
傾
向
は
年
々
強
ま
っ
て

い
ま
す
。
英
語
力
は
当
た
り
前
、

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
対
応
能
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本

に
来
て
い
る
留
学
生
も
注
目
さ

れ
、
日
本
企
業
の
採
用
も
国
内

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
学
生
の

皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
自
分
ら
し

い
大
学
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。

企
業
に
と
っ
て
も
パ
タ
ー
ン
化

し
た
人
間
は
つ
ま
ら
な
い
。
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
熱
中
す
る
学
生
生
活

を
送
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

今
だ
か
ら
こ
そ

大
学
の
力
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
！

学年別　就職活動スケジュール
2012年 1月～７月

※2011年の実績を基に、目安として紹介しています。
日程は変更になることがあります。

現在２年生
 「まだ２年生」と思っていた皆さんも、４月に３年生に
進学すると、毎月のようにガイダンスが。「忘れてた！」
ということにならないよう、こまめに日程のチェックを。
行事への参加は、就活成功の第一歩！
	 ４月ごろ	 リクルートキャリアデザインプログラム
	 	 ガイダンス
	 ５月ごろ	 就職ガイダンスがスタート
	 	 夏季インターンシップガイダンス
	 ６月ごろ	 コンピテンシー診断テスト開始
	 	 SPI 対策模試スタート
	 	 SPI 解き方講座
	 ７月ごろ	 就職講座スタート
	 	 夏季インターンシップが徐々にスタート
	 	 （９月ぐらいまで）

現在３年生
　活動が本格化している３年生は、４年生になった４月
から次々に企業の面接が始まる。プレッシャーに勝てる
よう、ぜひ保護者の皆さんからもあたたかい言葉がけを。
もし悩んだり煮詰まったりしている様子が見えたら、就
職支援窓口へ行くよう促してみては。
	 １～２月	 社会研修　春季インターンシップスタート
	 	 （1/31～ 3/31）
	 	 学内企業セミナー活用ガイダンス（1/30）
	 	 学内企業セミナー（2/1～ 2/2）
	 	 対策講座　警察官・消防官受験対策講座
	 ６月ごろ	 新卒求人紹介・紹介予定派遣登録セミナー
	 	 求人紹介セミナー

現在４年生
　大学では２月に未内定の４年生のためのセミナーを開
催し、卒業前の就職を後押ししている。大学で扱ってい
る求人を紹介してくれるほか、個別の相談も受けつけて
いる。
	 ２月９日（木）　『卒業前に決める就職応援セミナー』
※行事の詳細や日程についてはホームページでも見られ
ます（ＨＰ　http://meika-career.jp/）

　

新
聞
の
報
道
な
ど
で
も
よ
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
２
カ
月

遅
れ
て
の
就
職
活
動
ス
タ
ー
ト
」。
特
に
、
２
０
１
２
年
度
卒
業

生
（
現
在
３
年
生
）
の
保
護
者
に
と
っ
て
は
不
安
が
大
き
い
は
ず
。

今
回
は
、
そ
ん
な
保
護
者
を
代
表
し
、
藤
井
慶
三
編
集
長
が
就
職

支
援
を
行
っ
て
い
る
鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課
長
に
話
を
伺
っ
た
。
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